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　新型コロナウイルス感染症の拡大により緊急事
態宣言が発令された４月７日以降、津市政はコロ
ナ対策を最優先課題と位置付け、これまでに４回
の補正予算を編成して対応策を積み重ねてまいり
ました。
　一旦は沈静化に向かった感染症も、７月に入る
と都市部を中心に高水準で新規感染者の確認が相
次ぎ、地方でも感染再拡大の傾向が顕著となって
きました。新型ウイルスの影響が全ての年代層と
47都道府県全ての地方に波及する中、５回目とな
る補正予算には新型コロナウイルスありきの社会
が当分の間続くことを前提とした政策を中心に据
え、この度の９月議会に提出したところです。
　まずは、コロナ禍のもと今なお厳しい状況が続
く事業者にさらに一歩踏み込んだ支援策を創設す
ることにしました。
　一部の業種においては感染防止対策を講じて営
業を再開した後も国内の感染状況が落ち着くまで
は客足が遠のいたまま回復基調に戻すことが困難
なことが懸念されています。そこで、国の持続化
給付金をはじめとする各種支援制度を活用しても
なお10月以降の売り上げが前年同月比で半減して
いる宿泊事業者、旅行業者、タクシー・観光バス
会社、イベント事業者と高速船の運行事業者に津
市独自の支援金を交付し、事業継続のためのセー
フティーネットをより強固なものにします。
同様に多大な影響を免れないのが文化施設を活

動と発信の場とする文化芸術活動です。感染防止
対策を講じるための費用および観客や出演者の
ソーシャルディスタンスを確保するためにより広
い会場を借りる時の追加的経費を主催団体に独自
に支援します。
　新型コロナウイルスと共存しながら地域の社会

経済活動のレベルを上げていくためには、感染リ
スクを抑えた、より安全で安心な環境を整えなけ
ればなりません。
　人が集まる場所では体温のチェックが常時求め
られるようになったことを踏まえ、小中学校、幼
稚園、保育所、子育て支援施設、児童館、放課後
児童クラブなど子どもたちの施設はもちろん、図
書館などの公共施設にも非接触型体温計を配備し
ます。文化ホールやスポーツ施設には来館者の発
熱を瞬時に検知する赤外線サーモグラフィーカメ
ラを設置し事業開催時の安全性の向上を図ります。
これらの施設には消毒液や空気清浄機、パーテー
ションを追加配備して衛生対策も強化します。
地震や豪雨災害時の避難先となる避難所でも感

染防止対策を推し進めます。簡易間仕切りやプラ
イベートテントに加え、折りたたみベッド、敷
マット、ガウン、フェースシールドなどを配備す
るための費用を追加することにしました。
　感染防止対策用品の増強にとどまらず、施設を
整備して衛生的な環境を確保する津市独自の対策
も展開します。
　災害時の避難所となる会館、市民センター、集
会所では、今年から５カ年計画でトイレの洋式化
改修を進める予定でしたが、前倒しして今年度中
に完了させることにしました。今後、小中学校を
避難所として使用する際には、より広い空間を確
保するため体育館に加えてテレビやエアコンが設
置されている教室も避難場所として開放すること
になります。避難された方々にもトイレを不自由
なく衛生的にご利用いただけるよう体育館と校舎
のトイレ189基を一気に洋式化します。
　一部の津市立幼稚園では、暑くなると複数学年
の園児たちがエアコンのある遊戯室で過ごしてい
ます。保育室へのエアコン設置も順次進めてきま
したが、密にならない空間を確保するため、今年
度中に10園での増設を完了させます。
　９月補正予算は、議会の議決が得られ次第迅速
に実行に移します。ウィズコロナ時代のスタン
ダードに適合する環境の整備が地域に活力を取り
戻す確実な取り組みだと見定め、これからも徹底
した感染防止策を進めてまいります。

　プレミアム付商品券推進
室職員辞令交付式…７月３日
　プレミアム率40％、県
下最大規模となる19億６
千万円の商品券の発行には
津市職員11名が専属で携
わり、家計支援と地域経済
の活性化を図ります。

　第129回社会保障審議会
医療保険部会…７月９日
　３月下旬より東京出張
を取りやめ審議会にはオ
ンラインで参加。医療保
険制度改革も感染症の影
響を勘案して協議を進め
る必要が出てきました。

ウィズコロナ時代に向けた
環境整備


